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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前方からプラグコネクタが挿入されるコネクタ挿入口を有するレセプタクルコネクタ部
と、
　前記レセプタクルコネクタ部を基板の前端に備えた基板ユニットと、
　前記コネクタ挿入口を外部に開放した状態で前記基板ユニットを収容するケーシングと
、
　前記ケーシングの外部に光を導く導光レンズと、を備え、
　前記導光レンズは、前記レセプタクルコネクタ部の外側に嵌る環状部と、前記環状部か
らから後方に延出する一対の係止部とを備え、
　前記基板ユニットは、前記基板の上面部にあって、一対の前記係止部の少なくとも何れ
か一方と光学的に結合された発光部を備え、
　前記ケーシングは、前記基板ユニットの下面を覆う下側ケーシングと、前記基板ユニッ
トの上面を覆い前記下側ケーシングと嵌合され、前記基板ユニットが固定される上側ケー
シングと、を備え、
　前記上側ケーシングは、前端壁と当該前端壁に前後方向に沿って貫通する係止孔を備え
、
　前記導光レンズは、前記係止孔に前記係止部を挿通した状態で前記上側ケーシングに装
着されているコネクタボックス。
【請求項２】
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　前記発光部は、前記レセプタクルコネクタ部の左右外側の少なくともいずれか一方に備
えられ、
　前記係止部は、前記発光部に対向している請求項１に記載のコネクタボックス。
【請求項３】
　前記環状部は、前記レセプタクルコネクタ部の外側に嵌る環状部レンズ部と、前記環状
部レンズ部から周方向における外側に延出する導光縁部とを有し、
　前記上側ケーシングは、前記レセプタクルコネクタ部の少なくとも一部を収容するレセ
プタクルコネクタ収容部を備え、
　前記下側ケーシングは、前記レセプタクルコネクタ部が挿入され、前記コネクタ挿入口
を前記ケーシングの外部に開放する開口部を有する前面板部を備え、
　前記導光レンズは、前記導光縁部を、前記前端壁と前記前面板部とに挟持され前記ケー
シングに対して固定されている請求項１または２に記載のコネクタボックス。
【請求項４】
　前記レセプタクルコネクタ収容部は、前記レセプタクルコネクタ部の側面部と前記発光
部との間に側壁部を有している請求項３に記載のコネクタボックス。
【請求項５】
　前記環状部レンズ部は、前記開口部の内側に嵌り、
　前記開口部は、前記環状部レンズ部と、前記環状部レンズ部の外周の全周にわたり離間
している請求項３または４に記載のコネクタボックス。
【請求項６】
　前記環状部レンズ部は、前記レセプタクルコネクタ部の外周の全周にわたり前記レセプ
タクルコネクタ部と離間している請求項３から５のいずれか一項に記載のコネクタボック
ス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、前方からプラグコネクタが挿入されるコネクタ挿入口を有するレセプタクル
コネクタ部と、前記レセプタクルコネクタ部を基板の前端に備えた基板ユニットと、前記
コネクタ挿入口を外部に開放した状態で前記基板ユニットを収容するケーシングと、前記
ケーシングの外部に光を導く導光レンズと、を備えたコネクタボックスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　自動車などの車内において電力供給を要する機器（以下、電力消費装置と称する）を使
用する機会が増えている。
　車内で使用されるような電力消費装置の電源インタフェースとしては、近年、いわゆる
ＵＳＢ（ユニバーサルシリアルバス）規格のコネクタユニットが用いられる機会が著しく
増加している。ＵＳＢ規格のコネクタユニットは、車内用途に限られず、汎用性が高いた
めである。
【０００３】
　特許文献１には、車載用ＤＣ電源（いわゆるシガーソケット）から電力を取得し、当該
電力をＵＳＢ規格のソケット（いわゆるレセプタクルコネクタ）からＵＳＢ規格のプラグ
を備えた電力消費装置に給電（以下では、ＵＳＢ給電という）などするための車載用ＵＳ
Ｂハブが記載されている。
　この車載用ＵＳＢハブは、車内にあらかじめ設置されるものではないため、電力消費装
置の使用に際し、車載用ＵＳＢハブの電源プラグを車体にあらかじめ搭載されているシガ
ーソケットに挿し込んで用いる。
【０００４】
　特許文献２には、車載用ＵＳＢ端子装置が記載されている。
　この車載用ＵＳＢ端子装置は、例えば運転座席のダッシュボードに車載装置として予め
備えられており、ＵＳＢ給電などに使用される。



(3) JP 6847015 B2 2021.3.24

10

20

30

40

50

【０００５】
　特許文献３には、暗い車室内でも十分に操作が容易であることが求められるというニー
ズが記載されている。そして、ＵＳＢコネクタ（いわゆるレセプタクルコネクタ）の操作
性を向上した車載電子装置を提供すべく、接続口が車室内を向くように配置されたＵＳＢ
コネクタと、当該ＵＳＢコネクタの内部を照明する照明手段と、を備えたことを特徴とす
る車載電子装置が記載されている。
【０００６】
　ここで、レセプタクルコネクタについては一般に、プラグコネクタの抜脱の繰り返しに
よる耐久性の問題がある。
　例えば特許文献４には、基板に実装したコネクタジャック（レセプタクルコネクタ）が
、プラグコネクタの抜差しの繰り返しやこじりによって基板から外れやすいという課題が
記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００３－２６３２５２号公報
【特許文献２】特開２０１６－４６０６２号公報
【特許文献３】特開２００８－１４７０７７号公報
【特許文献４】特開２００２－０７５５５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　特許文献１に記載された車載用ＵＳＢハブは、仮に故障しても、容易に交換ができるた
め安心である。しかし、車内で頻繁に電力消費装置を使用する場合に不便である。使用の
都度、この車載用ＵＳＢハブを車載用ＤＣ電源としてのシガーソケットに接続し、使用準
備することを要するためである。
【０００９】
　特許文献２に記載された車載用ＵＳＢ端子装置は、車内で頻繁に電力消費装置を使用す
る場合には使用者の利便性が高い。
　しかし、車内で電力消費装置を使用する場合、車内は必ずしも広い空間とは言えないた
め、種々の不便もある。
　例えば、運転者などの乗員の体が不意にプラグに接触してしまうことがある。また、乗
員が、座席に着席した状態（車内において乗員の姿勢が制約される状態）でプラグを抜差
しすることを要するため、乗員がレセプタクルコネクタに挿入されたプラグに対し、プラ
グの挿抜方向からずれた方向（こじり方向）に力をかけてしまうこともある。また、使用
者がプラグをレセプタクルコネクタに挿入するに際し、プラグを過度に押し込んでしまう
場合もある。
【００１０】
　また、特許文献３に記載されるごとく、車内はしばしば暗いため、暗い車室内でも十分
に操作が容易である程度にレセプタクルコネクタが視認できることが求められる。レセプ
タクルコネクタが視認できないと、運転者などの使用者が正確にプラグを挿入することが
できないからである。
　しかし、特許文献３に記載された車載電子装置においては、レセプタクルコネクタの内
部を照明するにとどまるため、レセプタクルコネクタの外形を十分に視認できないおそれ
があった。そのため、プラグを適切でない方向から無理矢理レセプタクルコネクタに挿入
した場合、レセプタクルコネクタに過大な力が作用してレセプタクルコネクタが破損する
という故障の原因となっていた。
【００１１】
　このように、車内で電力消費装置を使用する場合、接続されたプラグをこじる方向に過
大な外力が加わることがある。そしてこのようなこじり方向への過大な外力は、特許文献
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４に記載されるごとく、レセプタクルコネクタまたは当該レセプタクルコネクタを収容す
る容器を破損させ、故障の原因となる場合がある。
　そして、車載装置として予め装備した車載用ＵＳＢ端子装置が故障した場合には、特許
文献１に記載された車載用ＵＳＢハブのごとく容易に交換できず不便である。
【００１２】
　したがって、使用者の利便性を鑑みると、例えば車載用途においてもプラグが正しく挿
入することが可能なコネクタ装置などのコネクタボックスの提供が望まれる。
【００１３】
　本発明は、かかる実状に鑑みて為されたものであって、その目的は、周囲が暗い場合で
もレセプタクルコネクタの視認性を高め、プラグを正しく挿入することができるコネクタ
ボックスを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記目的を達成するための本発明に係るコネクタボックスの特徴構成は、
　前方からプラグコネクタが挿入されるコネクタ挿入口を有するレセプタクルコネクタ部
と、
　前記レセプタクルコネクタ部を基板の前端に備えた基板ユニットと、
　前記コネクタ挿入口を外部に開放した状態で前記基板ユニットを収容するケーシングと
、
　前記ケーシングの外部に光を導く導光レンズと、を備え、
　前記導光レンズは、前記レセプタクルコネクタ部の外側に嵌る環状部と、前記環状部か
らから後方に延出する一対の係止部とを備え、
　前記基板ユニットは、前記基板の上面部にあって、一対の前記係止部の少なくとも何れ
か一方と光学的に結合された発光部を備え、
　前記ケーシングは、前記基板ユニットの下面を覆う下側ケーシングと、前記基板ユニッ
トの上面を覆い前記下側ケーシングと嵌合され、前記基板ユニットが固定される上側ケー
シングと、を備え、
　前記上側ケーシングは、前端壁と当該前端壁に前後方向に沿って貫通する係止孔を備え
、
　前記導光レンズは、前記係止孔に前記係止部を挿通した状態で前記上側ケーシングに装
着されている点にある。
【００１５】
　上記構成によれば、導光レンズは、その係止部を上側ケーシングの係止孔に挿通した状
態で上側ケーシングに装着される。そして、係止孔は、上側ケーシング前端壁に前後方向
に沿って貫通するため、導光レンズと上側ケーシング（ケーシング）の内部（内側）とは
、係止孔に挿通した係止部を介して、光学的に結合される。つまり、導光レンズは、ケー
シングの内部からケーシングの外部に向けて、係止部を介して光を導くことができる。
【００１６】
　上記構成によればさらに、上側ケーシングに基板ユニットが固定され、基板ユニットは
上面を上側ケーシングに覆われる。そして基板ユニットの基板の上面部に発光部が設けら
れている。
　したがって、発光部は基板ユニットの基板の上面において上側ケーシングに覆われる。
つまり、発光部は上側ケーシングの内部にある。したがって、係止孔は発光部に向けて連
通していることになる。そのため、上部ケーシング（ケーシング）の内部で発光部が発光
すると、その光は、上側ケーシングの内部と光学的に結合されている係止部を介して導光
レンズに導かれる。
【００１７】
　上記構成によればさらに、導光レンズは、環状部がレセプタクルコネクタ部の外側に嵌
る。
　したがって、上側ケーシングの内部で発光部を発光させると、導光レンズの環状部を光
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らせることができる。つまり、コネクタ挿入口の外周において導光レンズの環状部が光る
。これにより、周囲が暗い場合であっても、使用者が前方からプラグコネクタをコネクタ
挿入口に挿入するに際し、使用者にとっての、コネクタ挿入口の視認性が向上する。
【００１８】
　そのため、使用者が前方からプラグコネクタをコネクタ挿入口に挿入するに際し、プラ
グコネクタを適切な向きで正しく挿入することができる。
　したがって、プラグコネクタからレセプタクルコネクタ部に、プラグコネクタの挿脱方
向、すなわち前後方向から反れた向きの外力が加わるおそれを低減できる。そのため、レ
セプタクルコネクタ部が基板から外れてしまい、レセプタクルコネクタ部が破損するよう
な故障発生のリスクを低減することができる。
【００１９】
　また、上記構成によれば、前後方向に沿って貫通する係止孔に導光レンズの係止部が挿
入されている。したがって、使用者が前方からプラグコネクタをコネクタ挿入口に挿入す
るに際してレセプタクルコネクタ部に前後方向に力が加えられても、係止部は当該力を係
止孔に沿い前後方向に受け流す。したがって、導光レンズに対して当該力が加わって、導
光レンズが破損するような故障発生のリスクを低減することができる。
　したがって上記構成によれば、耐久性の高いコネクタボックスを提供することができる
。
【００２０】
　本発明に係るコネクタボックスの更なる特徴構成は、
　前記発光部は、前記レセプタクルコネクタ部の左右外側の少なくともいずれか一方に備
えられ、
　前記係止部は、前記発光部に対向している点にある。
【００２１】
　上記構成によれば、係止部が発光部に対向しているため、発光部が発する光を効率よく
係止部に入射させることができる。そのため、より多くの光を係止部から環状部へ導光し
、環状部をより明るく光らせることができる。そのため、使用者にとっての、コネクタ挿
入口の視認性がさらに向上する。
【００２２】
　本発明に係るコネクタボックスの更なる特徴構成は、
　前記環状部は、前記レセプタクルコネクタ部の外側に嵌る環状部レンズ部と、前記環状
部レンズ部から周方向における外側に延出する導光縁部とを有し、
　前記上側ケーシングは、前記レセプタクルコネクタ部の少なくとも一部を収容するレセ
プタクルコネクタ収容部を備え、
　前記下側ケーシングは、前記レセプタクルコネクタ部が挿入され、前記コネクタ挿入口
を前記ケーシングの外部に開放する開口部を有する前面板部を備え、
　前記導光レンズは、前記導光縁部を、前記前端壁と前記前面板部とに挟持され前記ケー
シングに対して固定されている点にある。
【００２３】
　上記構成によれば、導光レンズを、上部ケーシングの前端壁と下側ケーシングの前面板
部とで前後方向に挟持してケーシングに対して固定することができる。したがって、コネ
クタ挿入口に対してプラグコネクタが挿入されるに際し、または、コネクタ挿入口に対し
てプラグコネクタが挿入された状態で、プラグコネクタからレセプタクルコネクタ部に対
して外力が加えられ、さらに基板ユニットを介して、当該力が上部ケーシングに伝達され
ても、導光レンズは、前端壁と前面板部との間でシフトすることを許容される（つまり、
フローティング構造になっている）。したがって、導光レンズは前後方向に垂直な向きの
力を受け流すことができる。
【００２４】
　本発明に係るコネクタボックスの更なる特徴構成は、
　前記レセプタクルコネクタ収容部は、前記レセプタクルコネクタ部の側面部と前記発光
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部との間に側壁部を有している点にある。
【００２５】
　上記構成によれば、レセプタクルコネクタ部に対して発光部からの光の照射を回避する
ことができる。したがって、レセプタクルコネクタ部のコネクタ挿入口からの光漏れを軽
減することができる。そのため、コネクタボックスの意匠性が向上する。また、コネクタ
挿入口と、導光レンズとの光のコントラストが向上するため、使用者の視認性を更に向上
させることができる。
【００２６】
　本発明に係るコネクタボックスの更なる特徴構成は、
　前記環状部レンズ部は、前記開口部の内側に嵌り、
　前記開口部は、前記環状部レンズ部と、前記環状部レンズ部の外周の全周にわたり離間
している点にある。
【００２７】
　上記構成によれば、開口部と環状レンズ部の外側との間には隙間設けられることになる
。したがって、レセプタクルコネクタ部に対して外力が加えられて、当該外力により、環
状レンズ部に力が伝達された場合にも、開口部は、開口部と環状レンズ部の外側との間の
隙間によって当該力の伝達が阻害される。そのため、レセプタクルコネクタ部に対して加
えられた外力が、環状レンズ部にストレス（歪み応力）を与えることが無い。
【００２８】
　本発明に係るコネクタボックスの更なる特徴構成は、
　前記環状部レンズ部は、前記レセプタクルコネクタ部の外周の全周にわたり前記レセプ
タクルコネクタ部と離間している点にある。
【００２９】
　上記構成によれば、環状レンズ部の内側とレセプタクルコネクタ部との間には隙間が設
けられることになる。したがって、レセプタクルコネクタ部に対して外力が加えられても
、環状レンズとレセプタクルコネクタ部との間の隙間によって当該力の伝達が阻害される
。
　そのため、レセプタクルコネクタ部に対して加えられた外力が、環状レンズ部にストレ
ス（歪み応力）を与えることが無い。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】コネクタボックスの全体構成を表す分解斜視図
【図２】基板ユニットおよび導光レンズの取付方法を説明する下方からみた分解斜視図
【図３】コネクタボックスの組立方法を説明する上方からみた分解斜視図
【図４】コネクタボックスの上方からみた斜視図
【図５】図４のＶ－Ｖ断面図
【図６】図４のＶＩ－ＶＩ断面図
【図７】図４のＶＩＩ－ＶＩＩ断面図
【図８】コネクタボックスの正面図
【図９】コネクタボックスの背面図
【発明を実施するための形態】
【００３１】
〔概略構成〕
　図１から図９に基づいて、本発明の実施形態に係るコネクタボックス１００及びその組
立方法について説明する。
【００３２】
　以下ではまず、主に図１を参照しつつ、コネクタボックス１００の概略構成について説
明する。
　本実施形態においてコネクタボックス１００は、取付対象壁（図示せず）にレセプタク
ルコネクタ部１を取り付けるための電装部品である。
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　コネクタボックス１００は、レセプタクルコネクタ部１のコネクタ挿入口１１に、他の
装置のプラグコネクタ（図示せず）を挿入された状態で、当該他の装置に電力を供給する
電力供給用のコネクタ装置である。
　コネクタボックス１００は、例えば自動車の運転座席のダッシュボード（取付対象壁の
一例、図示せず）に装着（装備）される車載用ＵＳＢ端子装置である。
【００３３】
　本実施形態では、コネクタボックス１００の前後方向を定義するときは、図１、図２に
示すように、入力コネクタ２９からレセプタクルコネクタ部１に向かう方向を前方Ｆとし
て定義する。逆にレセプタクルコネクタ部１から入力コネクタ２９に向かう方向を後方Ｂ
として定義する。前方Ｆ、後方Ｂは平面視におけるコネクタボックス１００の長手方向に
平行である。前方Ｆから後方Ｂの方向が前後方向である。
　前後方向に垂直な方向で、上側ケーシング６の天板部６０に向かい天板部６０と垂直に
交差する方向を上方Ｕとする。前後方向に垂直な方向で、下側ケーシング４の底板部４０
に向かい底板部４０と垂直に交差する方向を下方Ｄとする。上方Ｕから下方Ｄの方向が上
下方向である。
　前後方向、及び、上下方向に垂直な方向で、前方Ｆを向く方向視において、左方向を左
方Ｌ、右方向を右方Ｒとする。左方Ｌから右方Ｒの方向が左右方向である。
【００３４】
　本実施形態においてコネクタボックス１００は、前方Ｆに向かって開口し、プラグコネ
クタ（図示せず）が挿入されるコネクタ挿入口１１を有するレセプタクルコネクタ部１と
、レセプタクルコネクタ部１を基板２０の前端に備えた基板ユニット２と、コネクタ挿入
口１１を外部に開放した状態で基板ユニット２を収容するケーシング３と、を備えている
。
【００３５】
　また、本実施形態では、コネクタボックス１００は、導光レンズ９を備えている。
　導光レンズ９は、レセプタクルコネクタ部１の外側に嵌る環状部９０と、環状部９０か
らから後方Ｂに延出する一対の係止部９３とを備えている。
【００３６】
　基板ユニット２には、さらに基板２０の上面に発光部２１を備えている。
　本実施形態では、ケーシング３の内部で発光部２１が発する光が導光レンズ９に導かれ
る。
【００３７】
　ケーシング３は、基板ユニット２の下面を覆う下側ケーシング４と、基板ユニット２の
上面を覆う上側ケーシング６と、を備えている。上側ケーシング６は、下側ケーシング４
に嵌合される。
【００３８】
　下側ケーシング４は、基板ユニット２の下面と対向する底板部４０と、底板部４０から
上方Ｕに向けて立設した一対の下側側壁部４１と、下側側壁部４１の底板部４０と反対側
に形成された一対の第一係合部３１ａと、を有している。
【００３９】
　上側ケーシング６は、基板ユニット２を覆う天板部６０と天板部６０から下方Ｄに向け
て立設した上側側壁部６１とを備え、天板部６０と上側側壁部６１との境界には、第一係
合部３１ａと係合する一対の第一被係合部３１ｂを備えている。
　上側ケーシング６は、さらにレセプタクルコネクタ部１の少なくとも一部を収容するレ
セプタクルコネクタ収容部８を備えている。レセプタクルコネクタ収容部８は、レセプタ
クルコネクタ部１の背面部であるコネクタ後端面１０ｃ（図３参照）に当接する奥壁部８
０ｃを有している。
　上側ケーシング６は、さらに、前端壁８１と、前端壁８１に前後方向に沿って貫通する
ように形成された係止孔８２を備えている。導光レンズ９は、係止孔８２に係止部９３を
挿通した状態で上側ケーシング６に装着されている。
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　基板ユニット２は、この上側ケーシング６に取り付けられて固定される。
【００４０】
　基板ユニット２が取り付けられた上側ケーシング６を下側ケーシング４に嵌合するとき
は、上側ケーシング６が下側ケーシング４に対して後方Ｂにある状態で上側側壁部６１と
下側側壁部４１とを対向させ、上側ケーシング６を前後方向のうち一方向（本実施形態で
は前方Ｆ）にスライドさせる。これにより、上側ケーシング６の第一被係合部３１ｂは一
対の第一係合部３１ａと下側側壁部４１と底板部４０とに囲まれた空間に嵌り込む。この
状態で、下側ケーシング４は上側ケーシング６を上下方向に離脱不能に保持している（図
４参照）。
【００４１】
　本実施形態では下側ケーシング４は、前方Ｆの端部に前面板部７を備えている。前面板
部７は、レセプタクルコネクタ部１が挿入され、コネクタ挿入口１１をケーシング３の外
部に開放する開口部７０を有している。
【００４２】
　また、本実施形態ではさらに、コネクタボックス１００が、導光レンズ９、シールド３
９を備える場合を例示している。
【００４３】
　コネクタボックス１００の各部の配置について補足する。
　コネクタボックス１００の各部は、上下方向において上方Ｕから下方Ｄに向けて、上側
ケーシング６、シールド３９、基板ユニット２、下側ケーシング４の順序で配置されてい
る。
【００４４】
　また、コネクタボックス１００の各部は、前後方向において前方Ｆから後方Ｂに向けて
、前面板部７、導光レンズ９、レセプタクルコネクタ部１、上側ケーシング６の順に配置
されている。
【００４５】
　コネクタボックス１００は、例えば、ダッシュボード上に前面板部７を露出させ、前面
板部７の後方Ｂ側にあるコネクタボックス１００（ケーシング３）の他の部分をダッシュ
ボードの内側に格納される状態で取り付けられる（車載される）。
【００４６】
　〔詳細構成〕
　以下では、コネクタボックス１００の各部について詳述する。
【００４７】
　〔基板ユニットおよび基板ユニットに実装される部品について〕
　図３に示すように、基板ユニット２は、レセプタクルコネクタ部１と、発光部２１と、
入力コネクタ２９と、ＩＣやレギュレーターなどのその他の電気素子類などとを配線基板
である基板２０に実装したものである。
　基板２０には、図２に示すように、基板２０を上下方向視における上方Ｕ向きに見た場
合に、基板２０の前方Ｆかつ右方Ｒの隅部から順に反時計回りに貫通孔である開口２０ａ
、開口２０ｂ、開口２０ｃ、開口２０ｄが設けられている。
【００４８】
　図１に示すように、基板ユニット２において、レセプタクルコネクタ部１は、基板２０
の前端に設けられている。
　基板２０は、前後方向に長手方向を有する配線基板である。
　レセプタクルコネクタ部１は、基板２０の前方Ｆの端部（以下では前端部と称する）に
おいて、当該前端よりもやや前進した状態で取り付けられている。つまり、レセプタクル
コネクタ本体１０が基板２０の前端から、前方Ｆにはみ出して取り付けられている。
【００４９】
　レセプタクルコネクタ部１は、プラグコネクタの挿入を受け入れて電気的な接続を確立
する接続具である。
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　レセプタクルコネクタ部１は、レセプタクルコネクタ本体１０にプラグコネクタの挿入
を受け入れるコネクタ挿入口１１を備える。
　レセプタクルコネクタ部１は、レセプタクルコネクタ本体１０の後方Ｂの端部（以下で
は後端部と称する）が基板２０に固定されている。レセプタクルコネクタ部１は、コネク
タ挿入口１１を前方Ｆに向けて、基板２０に固定されている。
【００５０】
　レセプタクルコネクタ本体１０は、その前端がコネクタ挿入口１１として前方Ｆに向け
て開口する有底筒である。本実施形態では、基板２０に対して固定されたバンド状の固定
具をレセプタクルコネクタ本体１０を成す有底筒状のソケット部分の一部に取り付けて、
基板２０に固定している場合を例示している。
　レセプタクルコネクタ本体１０は、その有底筒の内部と基板２０の配線との電気的な接
続を行うための金属端子を備える。当該金属端子は、有底筒の内部において、プラグコネ
クタと電気的な接続を確立する。また当該金属端子は、基板２０の配線と電気的に接続さ
れるとともに、いわば固定具としてレセプタクルコネクタ本体１０を基板２０に固定して
いる。
　コネクタ挿入口１１の開口は、本実施形態では、その長手方向が左右方向に沿う長円形
に形成されている。
　本実施形態では、コネクタ挿入口１１の規格が、いわゆるＵＳＢ規格におけるＵＳＢタ
イプＣの規格に対応した構造を例示して説明している。
【００５１】
　図３に示すように、レセプタクルコネクタ本体１０の上面は、基板２０におよそ平行な
コネクタ上壁面１０ａになっている。
　レセプタクルコネクタ本体１０の左右の両側面は、前後方向に沿い基板２０におよそ垂
直な左右のコネクタ側壁面１０ｂとなっている。
　レセプタクルコネクタ本体１０の後方Ｂの背面は、前後方向におよそ垂直に交わるコネ
クタ後端面１０ｃとなっている。
【００５２】
　発光部２１は、光を発する光源装置である。本実施形態では、発光部２１として発光ダ
イオード（いわゆるＬＥＤ）を用いた場合を例示して説明している。
　図３に示すように、発光部２１は、基板２０上における、レセプタクルコネクタ本体１
０の左右外側において、レセプタクルコネクタ本体１０から左右方向にそれぞれ所定距離
だけ離間して一対で配置されている。
　発光部２１は、主として上方Ｕに向けて光を発するように基板２０に実装されている。
【００５３】
　図１に示すように、入力コネクタ２９は、基板ユニット２に対して電力を供給する電力
供給線（図示せず）を接続し、また、基板ユニット２に対して動作指令を伝達する信号線
（図示せず）を接続するための接続部である。
　入力コネクタ２９は、本実施形態では、基板２０の後方Ｂの端部において、接続口を後
方Ｂに向けて取り付けられている。
【００５４】
　なお、入力コネクタ２９とレセプタクルコネクタ部１とは、基板２０における同じ側（
図１における上方Ｕの面）の面に取り付けられている。
　以下では、基板ユニット２（基板２０）における上方Ｕの面を単に上面と称する場合が
ある。また、基板ユニット２（基板２０）における下方Ｄの面を単に下面と称する場合が
ある。
【００５５】
　〔ケーシングおよび関連部品について〕
　図１および図５に示すように、ケーシング３は、レセプタクルコネクタ部１のコネクタ
挿入口１１を外部に露出させた状態で基板ユニット２を収容する容器である。
　ケーシング３は、基板ユニット２の下面を覆う下側ケーシング４と、基板ユニット２の
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上面を覆う上側ケーシング６と、を備えている。
【００５６】
　図３に示すように、基板ユニット２は上側ケーシング６に取り付けられる。基板ユニッ
ト２を装着した上側ケーシング６を下側ケーシング４に嵌めると、上側ケーシング６およ
び下側ケーシング４は、ケーシング３としてその内部空間に基板ユニット２を収容する（
図５参照）。
【００５７】
　図３に示すように、下側ケーシング４は、底板部４０と、底板部４０から上方Ｕに向け
て立設した左右一対の下側側壁部４１と、底板部４０から上方Ｕに向けて立設した下側前
壁部４２と、下側前壁部４２から前方Ｆに向けて延出する前面板部７と、底板部４０から
上方Ｕに向けて立設した下側後壁部４８と、下側側壁部４１における底板部４０と反対側
に形成された一対の第一係合部３１ａと、下側側壁部４１の後方Ｂ側端部に形成された一
対の第二係合部３２ａと、一対の下側側壁部４１の前方Ｆ側端部近傍に一対で設けられた
第三係合部３３ａと、を備えている。
【００５８】
　図１および図２に示すように、上側ケーシング６は、天板部６０と、天板部６０から下
方Ｄに向けて立設した左右一対の上側側壁部６１と、天板部６０から下方Ｄに向けて立設
した上側前壁部６２と、天板部６０の前方Ｆ側に形成されたレセプタクルコネクタ収容部
８と、天板部６０から下方Ｄに向けて立設した上側後壁部６８（図９参照）と、上側側壁
部６１の左右方向における外側の面から外方へ延出する取付耳部６９と、天板部６０と左
右一対の上側側壁部６１との両境界の前方Ｆの端部に設けられた一対の第一被係合部３１
ｂと、一対の上側側壁部６１の後方Ｂの端部に設けられた一対の第二被係合部３２ｂと、
上側側壁部６１の前方Ｆ側端部近傍における左右方向の外側の面に設けられた一対の第三
被係合部３３ｂと、を備えている。
【００５９】
　下側ケーシング４および上側ケーシング６は、例えば樹脂の射出成型により形成される
。下側ケーシング４や上側ケーシング６として用いることができる樹脂としては、ポリブ
チレンテレフタレート樹脂やアクリロニトリル‐ブタジエン‐スチレン樹脂などが挙げら
れる。本実施形態では、下側ケーシング４および上側ケーシング６が、ポリブチレンテレ
フタレート樹脂の射出成型で形成されている場合を例示している。
【００６０】
　図１および図３を主に参照しつつ、主に下側ケーシング４について説明する。
　底板部４０は、下側ケーシング４において基板ユニット２の下面を覆う壁体である。底
板部４０は、基板ユニット２の基板２０に沿い設けられる。
　底板部４０は、本実施形態では、その長手方向が前後方向に沿うおよそ矩形（長方形）
の壁体である。
【００６１】
　左右の下側側壁部４１は、底板部４０の左右の端部から、上方Ｕに延出する壁体である
。
　左右の下側側壁部４１は基板ユニット２を左右の側方から覆っている。
　左右の下側側壁部４１はそれぞれ、前方Ｆ側における上方Ｕの端部に、第一係合部３１
ａを有している。本実施形態ではさらに、左右の下側側壁部４１はそれぞれ挿入溝４３と
第二係合部３２ａと第三係合部３３ａとを有する場合を例示している。
【００６２】
　左右の下側側壁部４１はそれぞれ、後端部に第二係合部３２ａを有している。
　左右の下側側壁部４１はそれぞれ、第一係合部３１ａと第二係合部３２ａとの間に、挿
入溝４３を有している。
　左右の下側側壁部４１はそれぞれ、挿入溝４３の前方Ｆに第三係合部３３ａを有してい
る。
【００６３】



(11) JP 6847015 B2 2021.3.24

10

20

30

40

50

　第一係合部３１ａは、第一被係合部３１ｂと係合して、下側ケーシング４に対して上側
ケーシング６を上下方向に離脱不能に保持する（拘束する）機構である。
　第一係合部３１ａは、本実施形態では、左右の下側側壁部４１のそれぞれから、それぞ
れ他方の下側側壁部４１に向けて小さく延出する左右一対の小壁部として設けられている
。具体的には、左方Ｌの下側側壁部４１の第一係合部３１ａは、左方Ｌの下側側壁部４１
から右方Ｒに向けて延出し、底板部４０に平行な壁部である。右方Ｒの下側側壁部４１の
第一係合部３１ａは、右方Ｒの下側側壁部４１から左方Ｌに向けて小さく延出し、底板部
４０に平行な壁部である。
【００６４】
　第二係合部３２ａは、第二被係合部３２ｂと係合して、下側ケーシング４に対して上側
ケーシング６を上下方向に離脱不能に保持する（拘束する）機構である。
　第二係合部３２ａは、本実施形態では、左右の下側側壁部４１の後方Ｂのそれぞれ端部
から前方Ｆに向けて前後方向に沿い（下側側壁部４１の内側に向けて）下側側壁部４１を
切欠いたスリットとして設けられている。第二係合部３２ａは、左右の下側側壁部４１に
左右一対で設けられている。
【００６５】
　挿入溝４３は、上側ケーシング６を下側ケーシング４に取り付ける際に、位置決めを行
うためガイド溝であり、上側ケーシング６を下側ケーシング４に取り付けた際に上側ケー
シング６の取付耳部６９を嵌める溝である。
　挿入溝４３は、本実施形態では、左右の下側側壁部４１の上方Ｕの端部から下方Ｄに向
けて下側側壁部４１の内側に向けて凹む溝部分として設けられている。挿入溝４３は、左
右の下側側壁部４１に左右一対で設けられている。
【００６６】
　第三係合部３３ａは、第三被係合部３３ｂと係合して、下側ケーシング４に対して上側
ケーシング６を後方Ｂに離脱不能に保持する（拘束する）機構である。
　第三係合部３３ａは、本実施形態では、左右の下側側壁部４１の前方Ｆの壁面部分にお
ける、挿入溝４３の前方Ｆかつ第一係合部３１ａの下方Ｄ側の位置に設けられている。第
三係合部３３ａは、下側側壁部４１を左右方向に貫通する貫通口として設けられている。
第三係合部３３ａは、本実施形態では左右の下側側壁部４１それぞれに設けられた、一対
の貫通口として設けられている。第三係合部３３ａは、本実施形態では一辺が前後方向に
沿う矩形の開口である。第三係合部３３ａは、左右の下側側壁部４１に左右一対で設けら
れている。
【００６７】
　下側前壁部４２は、底板部４０の前方Ｆの端部から上方Ｕに延出している壁体である。
　下側前壁部４２は、壁部４２ａと壁部４２ｂとを含む。
　壁部４２ｂは、左右の下側側壁部４１における前方Ｆの端部のそれぞれから、それぞれ
他方の下側側壁部４１に向けて延出するように配置され、左右一対に設けられている壁体
である。
　壁部４２ａは、左右の壁部４２ｂの間において左右は壁部４２ｂと一体に設けられ、底
板部４０の前方Ｆの端部から上方Ｕに小さく延出している壁体である。
【００６８】
　前面板部７は、コネクタボックス１００の使用インタフェースとなる部分（いわゆる意
匠となる部分）である。
　前面板部７は、下側前壁部４２から前方Ｆに延出する枠体７２と、枠体７２の前端に形
成されたインタフェース面７１と、インタフェース面７１に設けられた開口部７０と、を
備える。
　枠体７２は、壁部４２ａと壁部４２ｂとから前方に延出し、レセプタクルコネクタ収容
部８の下方Ｕ側と、レセプタクルコネクタ収容部８の左右両側面とを囲う壁状に形成され
ている。
　インタフェース面７１は、枠体７２の前端に、下側前壁部４２と平行に設けられた壁面
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である。インタフェース面７１は、左右方向に長手方向を有するおよそ矩形の壁面である
。
【００６９】
　インタフェース面７１のおよそ中央部分には、左右方向に長手方向を有する形状の開口
部７０を備えている。
　開口部７０は、インタフェース面７１を前後方向に貫通する貫通口として設けられる。
　開口部７０には、レセプタクルコネクタ部１と、レセプタクルコネクタ部１に外嵌した
状態の導光レンズ９が挿入される。
　開口部７０とレセプタクルコネクタ部１と導光レンズ９との関係については後述する。
【００７０】
　下側後壁部４８は、底板部４０の後方Ｂの端部から上方Ｕに延出している壁体である。
　下側後壁部４８には、基板ユニット２が装着された上側ケーシング６が下側ケーシング
４に嵌められた際に、入力コネクタ２９の下方Ｄ側の面に沿い当接する受け部４８ａが設
けられている。
【００７１】
　図１および図２をもとにして、主に上側ケーシング６について説明する。
　上側ケーシング６は、主としてシールド３９と、基板ユニット２とが内側に嵌められて
取り付けられる容器である。シールド３９と、基板ユニット２とは、上側ケーシング６に
嵌めた状態で、下側ケーシング４に取り付けられる（図３参照）。
【００７２】
　天板部６０は、上側ケーシング６において、基板ユニット２の上面（上方Ｕ側の面）を
覆う壁体である。
　天板部６０は、基板ユニット２の基板２０に沿い設けられる。
　天板部６０は、本実施形態では、その長手方向が前後方向に沿うおよそ矩形（長方形）
の壁体である。
【００７３】
　天板部６０には、ネジ座６３と、位置決座６４と、ボス部６６とが設けられている。ネ
ジ座６３と、位置決座６４とは、それぞれ、基板２０の開口２０ｂ、開口２０ｃと、上下
方向において重複する位置に設けられている。
　ネジ座６３、位置決座６４、およびボス部６６は、天板部６０の内面（天板部６０の下
方Ｄの面）から下方Ｄに向けてボス状に延出している。
【００７４】
　ネジ座６３は、天板部６０の内面において、天板部６０の後端部近傍における一方の隅
部近傍に配置されている。位置決座６４は、天板部６０の内面において、天板部６０の後
端部近傍の他方の隅部近傍に配置されている。
【００７５】
　ネジ座６３および位置決座６４は、下方Ｄの端部に平面部分が形成されている。ネジ座
６３および位置決座６４における当該平面部分は、それぞれ天板部６０の内面から同じ高
さ（等しい距離）だけ離れた位置に設けてある。
　ネジ座６３には、下方Ｄの端部に、当該端部から上下方向に沿い上方Ｕに向けたネジ穴
が設けてある。
　位置決座６４には、下方Ｄの端部に、当該端部から下方向に沿い下方Ｄに向けて小突起
が設けてある。
【００７６】
　ボス部６６は、天板部６０の内面において、本実施形態では左右一対で設けられている
。ボス部６６は、天板部６０の後端部近傍における左右位置にそれぞれ配置されている。
左右一対のボス部６６は、左右方向においてネジ座６３と位置決座６４との間に配置され
ている。左右一対のボス部６６は、前後方向においてネジ座６３または位置決座６４より
も前方Ｆに偏位した位置に配置されている。左右一対のボス部６６の天板部６０から下方
Ｂへの突出長さはネジ座６３や位置決座６４よりも短い。
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【００７７】
　左右一対のボス部６６はそれぞれ、後方Ｂに向く面部分を有している。
　基板ユニット２を上側ケーシング６に嵌めて取り付けた際に、入力コネクタ２９の前端
部が、このボス部６６の面部分に当接するようになっている。
【００７８】
　左右の上側側壁部６１は、天板部６０の左右の端部から、下方Ｄに延出する壁体である
。
　左右の上側側壁部６１は基板ユニット２を左右の側方から覆っている。
　左右の上側側壁部６１における前方Ｆ側の上方Ｕの端部と連結する、天板部６０の左右
の両側端部には、第一被係合部３１ｂが設けられている。
【００７９】
　左右の上側側壁部６１はそれぞれ、後方Ｂ側における下方Ｕの端部に、第二被係合部３
２ｂを有している。
　左右の上側側壁部６１はそれぞれ、第一被係合部３１ｂと第二被係合部３２ｂとの間に
、取付耳部６９を備える。
　左右の上側側壁部６１はそれぞれ、取付耳部６９の前方に第三被係合部３３ｂを備える
。
【００８０】
　第一被係合部３１ｂは、第一係合部３１ａと係合して、下側ケーシング４に対して上側
ケーシング６を上下方向に離脱不能に保持する（拘束する）機構である。
　第一被係合部３１ｂは、天板部６０と上側側壁部６１との連結部分に設けられた凹部で
ある。第一被係合部３１ｂは、本実施形態では、天板部６０の左右両端部かつ、天板部６
０が上側側壁部６１と連結する上側側壁部６１における上方Ｕの端部位置において、天板
部６０の前端から後方Ｂに向けて延びる凹部として設けられている。
　本実施形態では、第一被係合部３１ｂは、天板部６０において、下方Ｄの向きに凹む凹
部である。また、第一被係合部３１ｂは、上側側壁部６１において、左右方向におけるケ
ーシング３における内向きに凹む凹部である。
【００８１】
　本実施形態では、凹部としての第一被係合部３１ｂが壁部としての第一係合部３１ａに
向けてスライドして、第一係合部３１ａを第一被係合部３１ｂの上方Ｕ側に嵌ることで第
一係合部３１ａと第一被係合部３１ｂとが係合する。
　具体的には、上側ケーシング６を前後方向における後方Ｂから前方に向けてスライドし
て、第一被係合部３１ｂの凹部に第一係合部３１ａの壁部を沿わせて噛み合わせ、第一係
合部３１ａと底板部４０との間に上側ケーシング６を嵌ることにより、上側ケーシング６
を下側ケーシング４に固定する。
【００８２】
　第二被係合部３２ｂは、第二係合部３２ａと係合して、下側ケーシング４に対して上側
ケーシング６を上下方向に離脱不能に保持する（拘束する）機構である。
　第二被係合部３２ｂは、本実施形態では、左右の上側側壁部６１の後方Ｂのそれぞれ端
部から前方Ｆに向け前後方向に沿い設けられた、ケーシング３の外側に突出する凸部分と
して設けられている。
【００８３】
　本実施形態では、凸部分としての第二被係合部３２ｂが、スリットとしての第二係合部
３２ａにスライドして嵌ることで第二係合部３２ａと第二被係合部３２ｂとが係合する。
　具体的には、上側ケーシング６を前後方向における後方Ｂから前方に向けてスライドし
て、第二被係合部３２ｂのスリットに第二係合部３２ａの凸部分を沿わせて嵌ることによ
り、上側ケーシング６を下側ケーシング４に固定する。
【００８４】
　取付耳部６９は、上側ケーシング６を下側ケーシング４に取り付ける際に、位置決めを
行うためガイドである。また、取付耳部６９は、コネクタボックス１００を、例えば自動
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車の運転座席のダッシュボードの内側からダッシュボードの内壁にネジ止めなどで固定す
るフランジ状の固定座である。
【００８５】
　取付耳部６９は、本実施形態では、左右の上側側壁部６１のそれぞれの外壁面から左右
方向におけるケーシング３の外側に向けて延出する一対の壁体として設けられている。
　取付耳部６９には、前後方向に貫通する貫通口６９ａと、前方Ｆ側の面から前後方向に
沿い窪む有底筒状の位置決凹部６９ｂとが設けられている。貫通口６９ａは、コネクタボ
ックス１００を取付耳部６９でダッシュボードなどに取り付ける際のネジ止め用のネジ挿
通孔である。位置決凹部６９ｂは、コネクタボックス１００をネジ止めする際の位置決め
用の係止部である。
【００８６】
　取付耳部６９は、上側ケーシング６を下側ケーシング４に取り付ける際に、下側ケーシ
ング４の上方Ｕから下方Ｄに向けてスライドして挿入溝４３に嵌められる。
　上側ケーシング６は、挿入溝４３に嵌った取付耳部６９により、挿入溝４３の前後方向
の溝幅の範囲内で、下側ケーシング４に対する上側ケーシング６の前後方向の移動が許容
される。
【００８７】
　第三被係合部３３ｂは、第三係合部３３ａと係合して、下側ケーシング４に対して上側
ケーシング６を後方Ｂに離脱不能に保持する（拘束する）機構である。
　第三被係合部３３ｂは、本実施形態では、左右の上側側壁部６１の前方Ｆの壁面部分に
おける、取付耳部６９の前方Ｆかつ第一被係合部３１ｂの下方Ｄの位置に設けられた、左
右の上側側壁部６１の外壁面から左右方向外側に突出する突起として設けられている。第
三被係合部３３ｂは、前方Ｒから後方Ｂに向かうにつれて緩やかに左右方向外側に延出し
て形成され、その後方Ｂの端面は、前後方向に垂直に交わる平面上に形成されている。
　本実施形態では、突起としての第三被係合部３３ｂが、貫通口としての第三係合部３３
ａに対して、下側ケーシング４における左右方向の内側から嵌り、それぞれ係合するよう
になっている。
【００８８】
　左右の上側側壁部６１のそれぞれ内面には、それぞれ２つのリブ６５が設けられている
。リブ６５は、上側側壁部６１の内面から垂直に延出し、上下方向に沿う板状部として設
けられる。リブ６５の上端部は、天板部６０の内面に接続されている。リブ６５は、天板
部６０に対して垂直に設置されている。リブ６５は、下方Ｂの端部から上方Ｕの端部に向
けて板の幅が拡大するように形成されている。
　リブ６５の下方Ｄの端部の高さ（天板部６０の内面からの距離）は、ネジ座６３または
位置決座６４における平面部分の高さよりも低くなっている。
【００８９】
　上側前壁部６２は、天板部６０の前方Ｆの端部から下方Ｕに延出している壁体である。
上側前壁部６２は、左右の上側側壁部６１と連結している。
　上側前壁部６２の下方Ｕの端部は、その高さ（天板部６０の内面からの距離）が、ネジ
座６３または位置決座６４における平面部分の高さと同じ高さになっている。
【００９０】
　上側前壁部６２には、左右に一対の右側前端ネジ座部６２ａおよび左側前端ネジ座部６
２ｂが設けられており、下方Ｄの端部に、当該端部から上下方向に沿い上方Ｕに向けたネ
ジ穴が設けてある。右側前端ネジ座部６２ａおよび左側前端ネジ座部６２ｂは、上側前壁
部６２において、やや内側（後方Ｂ）に向けて突出して配置されている。
【００９１】
　図２に示すように、右側前端ネジ座部６２ａと左側前端ネジ座部６２ｂとはそれぞれ、
基板２０の開口２０ａと開口２０ｄのそれぞれと、上下方向において重複する位置に設け
られている。
【００９２】
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　右側前端ネジ座部６２ａおよび左側前端ネジ座部６２ｂと、対応する左右の上側側壁部
６１とは離間しており、右側前端ネジ座部６２ａおよび左側前端ネジ座部６２ｂと対応す
る左右の上側側壁部６１との間にはそれぞれ隙間６２ｃが設けられている。
【００９３】
　上側後壁部６８（図９参照）は、天板部６０の後方Ｂの端部から下方Ｕに延出している
壁体である。上側後壁部６８は、左右の上側側壁部６１と連結している。
　上側後壁部６８には、基板ユニット２を上側ケーシング６に嵌めて取り付けた際に、入
力コネクタ２９が嵌る開口部分６６ａを備えている。開口部分６６ａは、上側後壁部６８
において、下方Ｄ側から上方Ｕ側に向けて凹む凹部にとして形成されている。
【００９４】
　図５および図９に示すように、基板ユニット２を上側ケーシング６に嵌めて取り付けた
際に、入力コネクタ２９は、その挿入口がケーシング３の外部に開放する状態で開口部分
６６ａに嵌る。入力コネクタ２９の後方Ｂの端面は、上側後壁部６８の後方Ｂの端面とお
よそ面一としている。
【００９５】
　図１、図２、および図５に示すように、上側ケーシング６の内側にはシールド３９が嵌
めて取り付けられる。本実施形態においてシールド３９は、金属製、例えば亜鉛めっき鋼
板を曲げ加工して一体に形成することができる。
　図１および図２に示すように、シールド３９は、基板２０の上面（基板２０の上方Ｕ側
の面）を覆う天板部と、当該天板部から下方Ｂに向けて延出する前方Ｆの壁部３９ａおよ
び右方Ｒの壁部３９ｂと左方Ｌの壁部３９ｃとを備える。
【００９６】
　図２に示すように、シールド３９には、その天板部から壁部３９ａおよび壁部３９ｂに
向けて左右方向に延在するスリット３９ｈが４つ設けられている。
　スリット３９ｈは、シールド３９を上側ケーシング６に嵌めた際に、上側ケーシング６
のリブ６５に対応する位置に設けられ、スリット３９ｈにリブ６５が貫通し、シールド３
９の位置決めがされるようになっている。
【００９７】
　シールド３９には、その天板部に貫通口３９ｉが二つ設けられている。
　貫通口３９ｉは、シールド３９を上側ケーシング６に嵌めた際に、上側ケーシング６の
ボス部６６に対応する位置に設けられ、貫通口３９ｉにボス部６６が貫通し、シールド３
９の位置決めがされるようになっている。
【００９８】
　本実施形態では、壁部３９ｂおよび壁部３９ｃの前端部は、壁部３９ａよりも前方Ｆ側
に前進するように延出しており、シールド３９が上側ケーシング６に嵌められた際に、隙
間６２ｃに挿入されて、上側ケーシング６内において壁部３９ｂおよび壁部３９ｃが位置
決めされるようになっている。
【００９９】
　壁部３９ｂの前端部における、下方Ｕの端部には、壁部３９ｂに対して垂直、かつ、天
板部６０に平行な板面で形成される検査用リブ３９ｄが設けられている。シールド３９を
上側ケーシング６に嵌めた際に、検査用リブ３９ｄは、右側前端ネジ座部６２ａのネジ穴
と上下方向において重複するようになっている。
【０１００】
　壁部３９ｂの後端部における、下方Ｕの端部には、壁部３９ｂに対して垂直、かつ、天
板部６０に平行な板面で形成され、上下方向に貫通する開口を設けられたネジ止リブ３９
ｅが設けられている。シールド３９を上側ケーシング６に嵌めた際に、ネジ止リブ３９ｅ
の開口は、上下方向においてネジ座６３のネジ穴と重複するようになっている。
【０１０１】
　壁部３９ｃの前端部における、下方Ｕの端部には、壁部３９ｃに対して垂直、かつ、天
板部６０に平行な板面で形成され、上下方向に貫通する切欠き部分を設けられたネジ止リ
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ブ３９ｆが設けられている。シールド３９を上側ケーシング６に嵌めた際に、ネジ止リブ
３９ｆの切欠き部分は、左側前端ネジ座部６２ｂのネジ穴と上下方向において重複するよ
うになっている。
【０１０２】
　壁部３９ｃの後端部における、下方Ｄの端部には、壁部３９ｃに対して垂直、かつ、天
板部６０に平行な板面で形成され、上下方向に貫通する開口を設けられた位置決リブ３９
ｇが設けられている。シールド３９を上側ケーシング６に嵌めた際に、位置決リブ３９ｇ
の開口は、位置決座６４の小突起と上下方向において重複するようになっている。つまり
、位置決リブ３９ｇの開口に位置決座６４の小突起が嵌り、シールド３９が位置決めされ
る。
【０１０３】
　図２に示すように、レセプタクルコネクタ収容部８は、上側前壁部６２から前方Ｆに延
出する構造体である。
　レセプタクルコネクタ収容部８は、レセプタクルコネクタ保持部８０と、レセプタクル
コネクタ保持部８０の前端壁８１に前後方向に沿い貫通する係止孔８２とを備える。
【０１０４】
　レセプタクルコネクタ保持部８０は、下方Ｄから上方Ｕに向けて凹む凹部である。レセ
プタクルコネクタ保持部８０は、当該凹部を形成する壁部分として、上方Ｕにある上壁部
８０ａと、左右の側面部８０ｂと、後方Ｂにある奥壁部８０ｃとを備えている。
　レセプタクルコネクタ保持部８０は、これら上壁部８０ａと、左右の側面部８０ｂと、
奥壁部８０ｃとで囲われた空間内に、レセプタクルコネクタ本体１０の少なくとも一部を
収容している。
【０１０５】
　図２および図６に示すように、上壁部８０ａは、基板２０およびコネクタ上壁面１０ａ
に平行な面になっている。
　上壁部８０ａは、レセプタクルコネクタ本体１０をレセプタクルコネクタ保持部８０に
収容した場合に、コネクタ上壁面１０ａと当接するようになっている。したがって、レセ
プタクルコネクタ本体１０に対して上方Ｕに向く外力が加えられた場合、コネクタ上壁面
１０ａが当該外力を受け止めることができる。つまり、レセプタクルコネクタ本体１０に
対して上方Ｕに向く外力が加えられた場合、レセプタクルコネクタ保持部８０が外力を受
け止め、レセプタクルコネクタ本体１０がこじられるのを防止する。
【０１０６】
　図２および図７に示すように、左右の側面部８０ｂは、前後方向に沿い、基板２０に垂
直な面になっている。また、左右の側面部８０ｂは、コネクタ側壁面１０ｂに垂直な面に
なっている。
　側面部８０ｂは、レセプタクルコネクタ本体１０をレセプタクルコネクタ保持部８０に
収容した場合に、左右それぞれのコネクタ側壁面１０ｂと当接するようになっている。し
たがって、レセプタクルコネクタ本体１０に対して左方Ｌまたは右方Ｒに向く外力が加え
られた場合、左右の側面部８０ｂが当該外力を受け止めることができる。つまり、レセプ
タクルコネクタ本体１０に対して左方Ｌまたは右方Ｒに向く外力が加えられた場合、が外
力を受け止め、レセプタクルコネクタ本体１０がこじられるのを防止する。
【０１０７】
　奥壁部８０ｃは、前後方向に垂直な面になっている。また、奥壁部８０ｃは、コネクタ
後端面１０ｃに平行な面になっている。
　奥壁部８０ｃは、レセプタクルコネクタ本体１０をレセプタクルコネクタ保持部８０に
収容した場合に、コネクタ後端面１０ｃと当接するようになっている。したがって、レセ
プタクルコネクタ本体１０に対して後方Ｂに向く外力が加えられた場合、奥壁部８０ｃが
当該外力を受け止めることができる。つまり、レセプタクルコネクタ本体１０に対して後
方Ｂに向く外力が加えられた場合、基板２０に接続されたレセプタクルコネクタ部１の金
属端子に曲げ応力が発生するのを防止する。
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【０１０８】
　係止孔８２は、レセプタクルコネクタ収容部８において、レセプタクルコネクタ保持部
８０の左右外側に一対で設けられている。
　係止孔８２は、レセプタクルコネクタ収容部８の前端壁８１を前後方向に沿い貫通し、
レセプタクルコネクタ収容部８内において下方に向けて開口し、発光部２１に対向する貫
通口として設けられている。係止孔８２は、言い換えると、レセプタクルコネクタ収容部
８内における空間であって、上下方向において左右それぞれの発光部２１と重複する（発
光部２１に対向する）位置にある空間であり、前端壁８１に開口している空間である。し
たがって、係止孔８２は、発光部２１に向けて連通している。また、係止孔８２は、発光
部２１に向けて対向している。
　係止孔８２は、後述するように導光レンズ９が装着される取り付け部分でもある。
【０１０９】
　図７に示すように、一対の係止孔８２とレセプタクルコネクタ保持部８０の左右両側と
の間には、一対の壁部８２ａ（側壁部の一例）が配置されている。つまり、左右方向にお
いて、レセプタクルコネクタ保持部８０から順に、壁部８２ａ、係止孔８２の順に重複す
るように、壁部８２ａが配置されている。
【０１１０】
　すなわち、発光部２１とレセプタクルコネクタ保持部８０に保持されたレセプタクルコ
ネクタ本体１０との間には、壁部８２ａが配置されている。そのため、発光部２１が発す
る光がレセプタクルコネクタ本体１０に漏洩されることは無い。つまり、レセプタクルコ
ネクタ本体１０のコネクタ挿入口１１からの光漏れを軽減することができる。発光部２１
が発する光は、壁部８２ａと基板２０によって遮蔽され、レセプタクルコネクタ本体１０
に導光（照射）されないためである。
　そのため、コネクタボックス１００の意匠性が向上する。また、コネクタ挿入口１１の
周囲のみを導光レンズ９で光らせることができるため、使用者の視認性を向上させること
ができる。
　なお、本実施形態では、壁部８２ａは左右の側面部８０ｂの一部である。
【０１１１】
　〔導光レンズについて〕
　導光レンズ９は、発光部２１が発する光をケーシング３の外部に導出する光学レンズで
ある。
　図２および図３に示すように、導光レンズ９は、レセプタクルコネクタ本体１０の外周
方向における外側に嵌る（レセプタクルコネクタ本体１０に外嵌する）環状部９０と、環
状部９０から後方Ｂに延出する係止部９３とを備える。
【０１１２】
　本実施形態では、環状部９０は、レセプタクルコネクタ本体１０の外周方向における外
側に嵌る環状レンズ部９１と、環状レンズ部９１から周方向における外側に延出する導光
縁部９２とを有している。そして係止部９３は、環状部９０としての導光縁部９２から後
方Ｂに延出している。
【０１１３】
　導光レンズ９は、光が透過可能な材料で形成されている。光が透過可能な材料としては
、例えば透明樹脂やガラスが挙げられる。
　導光レンズ９は、本実施形態では、透明樹脂の射出成型により、環状レンズ部９１と導
光縁部９２と係止部９３とが一体に形成されている。本実施形態において導光レンズ９を
形成することができる透明樹脂としては例えばアクリルやポリカーボネートが挙げられる
。本実施形態では、導光レンズ９をアクリルの射出成型で一体に形成した場合を例示して
説明している。
【０１１４】
　環状レンズ部９１は、レセプタクルコネクタ本体１０に外側から嵌る開口９１ａを備え
る。環状レンズ部９１は、前後方向に延びる筒であり、その断面はおよそ楕円形に形成さ
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れている。
　開口９１ａは、前後方向に貫通する貫通口である。開口９１ａは、レセプタクルコネク
タ本体１０の外形に沿う形状に形成されている。
　導光レンズ９は、開口９１ａにレセプタクルコネクタ本体１０が挿入された状態で、つ
まり、環状レンズ部９１がレセプタクルコネクタ本体１０に外嵌した状態で、環状レンズ
部９１を開口部７０に挿入して取り付けられる。
【０１１５】
　図８に示すように、導光レンズ９がケーシング３に取り付けられた状態、すなわち環状
レンズ部９１が開口部７０に挿入されて取り付けられた状態で、環状レンズ部９１は、レ
セプタクルコネクタ本体１０と、レセプタクルコネクタ本体１０の外周の全周にわたり離
間している。つまり、環状レンズ部９１の内側とレセプタクルコネクタ本体１０との間に
は環状レンズ部９１の隙間１２が設けられている。したがって、レセプタクルコネクタ本
体１０に対して外力が加えられてレセプタクルコネクタ本体１０が変形した場合にも、環
状レンズ部９１とレセプタクルコネクタ本体１０との間の隙間１２によって当該変形歪が
吸収される（つまり力の伝達が阻害される）。そのため、レセプタクルコネクタ本体１０
に対して加えられた外力が、環状レンズ部９１にストレス（歪み応力）を与えることが無
い。
【０１１６】
　導光レンズ９がケーシング３に取り付けられた状態、すなわち導光レンズ９の環状レン
ズ部９１が開口部７０に挿入されて取り付けられた状態で、環状レンズ部９１は、開口部
７０と、内周の全周にわたり離間している。言い換えると、開口部７０は、環状レンズ部
９１と、環状レンズ部９１の外周の全周にわたり離間している。つまり、開口部７０と環
状レンズ部９１の外側との間には環状レンズ部９１の外側の全周にわたる隙間１３が設け
られている。したがって、レセプタクルコネクタ本体１０に対して外力が加えられた場合
にも、開口部７０と環状レンズ部９１の外側との間の隙間１３によって当該外力は開口部
７０に伝達されない。そのため、レセプタクルコネクタ本体１０に対して加えられた外力
が、環状レンズ部９１にストレス（歪み応力）を与えることが無い。
【０１１７】
　図２および図３に示すように、導光縁部９２は、環状レンズ部９１の後方Ｂの端部から
環状レンズ部９１の外周方向に向けて延出する板状部である。導光縁部９２は主として環
状レンズ部９１の後方Ｂの端部から、左右方向の外側に向けて延出している。
【０１１８】
　図６に示すように、導光縁部９２は、導光レンズ９がケーシング３に取り付けられた状
態において、前面板部７の背面と、レセプタクルコネクタ収容部８の前端壁８１とに挟持
されて固定される。
　つまり導光レンズ９は、前面板部７の背面と、レセプタクルコネクタ収容部８の前端壁
８１とに挟持されて固定される。したがって、導光レンズ９は、前端壁８１と前面板部７
の背面との間で上下方向、左右方向にシフト（自由に移動）することを許容されるフロー
ティング状態で取り付けられている。
【０１１９】
　図２、図３および図７に示すように、係止部９３は、導光レンズ９を上側ケーシング６
に係止する係止部材であり、かつ、発光部２１（図７参照）が発する光を導光レンズ９（
環状レンズ部９１）に導く導光部である。
　係止部９３は、導光縁部９２から前後方向に沿い後方Ｒに向けて延出して形成される。
　係止部９３は、一対の係止孔８２に対応して、環状レンズ部９１の左右外側において一
対で形成される。
【０１２０】
　図７に示すように、係止部９３は、レセプタクルコネクタ収容部８の前端壁８１を前後
方向に沿い貫通する係止孔８２に挿入されて上側ケーシング６に係止される。したがって
係止部９３は、係止孔８２の貫通口の前後方向を光学的に結合する。つまり、係止部９３
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が係止孔８２に挿入されて、係止孔８２の貫通口の前後方向において導光可能になる。
　係止部９３は、係止孔８２に挿入された状態で、少なくとも一部が上下方向において発
光部２１と重複して設置される。係止部９３は、上下方向において発光部２１よりも上方
Ｕ側（すなわち、発光部２１が光を発する向き）に配置される。
【０１２１】
　導光レンズ９の導光について説明する。
　発光部２１が光を発すると、当該光が係止部９３に入射する。
　係止部９３から入射した光は、導光レンズ９の内部で反射を繰り返して、係止部９３か
ら導光縁部９２へ、さらに導光縁部９２から環状レンズ部９１へと導かれる。そして、環
状レンズ部９１に導かれた光がケーシング３の外部へ放射される。環状レンズ部９１が光
ることにより、車内が暗くなる場合、例えば夜間においても、乗員はコネクタ挿入口１１
の位置を正確に視認することができる（コネクタ挿入口１１の視認性が高まる）。したが
って乗員は、コネクタ挿入口１１にプラグコネクタを正しく挿入することができる。
【０１２２】
　〔組立方法の説明〕
　まず、コネクタボックス１００の組立方法を説明する。
　まず、シールド３９を上側ケーシング６に嵌めて取り付ける（図２参照）。
【０１２３】
　次に、基板ユニット２を、シールド３９が取り付けられた上側ケーシング６にさらに嵌
めて取り付ける（図２および図３参照）。
　この際、レセプタクルコネクタ部１のレセプタクルコネクタ本体１０が、レセプタクル
コネクタ収容部８のレセプタクルコネクタ保持部８０に嵌る（図３、図６および図７参照
）。
【０１２４】
　基板ユニット２を、シールド３９が取り付けられた上側ケーシング６にさらに嵌めて取
り付けると、基板２０の開口２０ａと、開口２０ｂと、開口２０ｃと、開口２０ｄとがそ
れぞれこの順に、シールド３９の検査用リブ３９ｄと、ネジ止リブ３９ｅと、位置決リブ
３９ｇと、上下方向において重複する。この際、開口２０ｃには、位置決座６４の小突起
が嵌り、基板ユニット２の位置決めがされる。
　基板ユニット２は、左側前端ネジ座部６２ｂおよびネジ座６３に対してネジ２５で固定
される（図２参照）。
【０１２５】
　なお、シールド３９を上側ケーシング６に嵌めてから基板ユニット２を上側ケーシング
６に嵌めて取り付けると、開口２０ｃの開口部分の下方Ｄ側から検査用リブ３９ｄを視認
できる。しかし、シールド３９を上側ケーシング６に嵌めないで基板ユニット２を上側ケ
ーシング６に嵌めて取り付けると、開口２０ｃの開口部分の下方Ｄ側から検査用リブ３９
ｄを視認できない。
　このように、検査用リブ３９ｄは、シールド３９が上側ケーシング６に装着されている
か否かを確認するために利用される。
【０１２６】
　次に、導光レンズ９を上側ケーシング６のレセプタクルコネクタ収容部８に取り付ける
。導光レンズ９の取り付けは以下のように行う。
　以下では図３を参照しつつ説明する。
　まず、導光レンズ９を前後方向の後方Ｂに向けてスライドし、係止部９３を係止孔８２
に挿入して嵌める。この際、環状レンズ部９１の開口９１ａが、レセプタクルコネクタ本
体１０の外側に嵌る。つまり、環状レンズ部９１がレセプタクルコネクタ本体１０に外嵌
する。
　導光レンズ９は、導光縁部９２が前端壁８１に当接するまで後方Ｂに向けてスライドす
る。
　導光縁部９２が前端壁８１に当接すると、導光レンズ９の上側ケーシング６に対する取
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り付けは完了する。
【０１２７】
　次に、上側ケーシング６を、下側ケーシング４に嵌めて取り付ける。この際、上述のご
とく、上側ケーシング６には、基板ユニット２および導光レンズ９が取り付けられている
。以下に説明では、特に言及しない場合、上側ケーシング６には基板ユニット２および導
光レンズ９が取り付けられている。
【０１２８】
　以下では図３を参照しつつ説明する。
　上側ケーシング６を、下側ケーシング４に嵌める際、まず上側ケーシング６の取付耳部
６９と第三被係合部３３ｂとともに下側ケーシング４の挿入溝４３に嵌める。取付耳部６
９を挿入溝４３に嵌めた際、取付耳部６９を挿入溝４３の下方Ｄの縁に当接させる。
【０１２９】
　そして、上側ケーシング６と基板ユニット２とを共に前後方向における前方Ｆに向けて
スライドして、上側ケーシング６を第一係合部３１ａと左右の下側側壁部４１と底板部４
０とに囲まれた空間に嵌める。
【０１３０】
　この際、第一係合部３１ａの壁部が第一被係合部３１ｂの溝に嵌り係合する。当該係合
により、上側ケーシング６は下側ケーシング４に対して、基板２０の上下方向に拘束され
る。
【０１３１】
　また、この際、第二被係合部３２ｂの凸部分が第二係合部３２ａのスリットに嵌り係合
する。当該係合により、上側ケーシング６は下側ケーシング４に対して、基板２０の上下
方向に拘束される。
【０１３２】
　さらに、この際、第三被係合部３３ｂの突起が、第三係合部３３ａの貫通口に嵌り係合
する。当該係合により、上側ケーシング６は下側ケーシング４に対して、基板２０の前後
方向における後方Ｂ向きへの移動を規制される。
　なお、上側ケーシング６は、上側ケーシング６の上側前壁部６２が下側ケーシング４の
下側前壁部４２の後方Ｂ側の面に当接し、基板２０の前後方向における前方Ｆ向きへの移
動を規制される。
【０１３３】
　また、上側ケーシング６と基板ユニット２とを共に前後方向における前方Ｆに向けてス
ライドして、上側ケーシング６を第一係合部３１ａと底板部４０との間に嵌める際、レセ
プタクルコネクタ本体１０と環状レンズ部９１とが共に前面板部７の開口部７０に挿入さ
れて嵌る。
　以上により、コネクタボックス１００の組み立ては完成する。
　組み立てが完成したコネクタボックス１００は図４に示されている。
【０１３４】
　このように上側ケーシング６が基板２０に対して垂直な前後方向にスライドして組み立
てることで、上側ケーシング６が下側ケーシング４に嵌合し、上側ケーシング６は、下側
ケーシング４に対して上下方向に離脱不能に保持（拘束）される。
【０１３５】
　この組み立てが完成したコネクタボックス１００は、例えばコネクタボックス１００の
取付対象たる壁（取付対象壁）の一例である、自動車の車内のダッシュボードに取り付け
て使用される。
　コネクタボックス１００の使用態様の例示として、コネクタボックス１００をダッシュ
ボードに取り付ける場合を例示して以下説明を加える。
【０１３６】
　〔コネクタボックスの使用例の説明〕
　コネクタボックス１００をダッシュボードに取り付ける場合、ダッシュボードの背面側
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に取付耳部６９を配置し、前面板部７のインタフェース面７１をダッシュボードの車内側
に露出させる。コネクタボックス１００のダッシュボードへの固定は、ダッシュボードの
背面側に対するネジ止めで行うことができる。本実施例では、取付耳部６９の貫通口６９
ａにネジを挿通してネジ止めし、ダッシュボードの背面側に取付耳部６９を固定すること
で、コネクタボックス１００をダッシュボードに固定支持することができる。
【０１３７】
　なお、取付耳部６９を上側ケーシング６が有し、取付耳部６９を介してコネクタボック
ス１００をダッシュボードに固定支持することで、レセプタクルコネクタ部１に加わる外
力を、上側ケーシング６の取付耳部６９で受け止めることができる。そのため、コネクタ
ボックス１００が全体として破損し難く、コネクタボックス１００の耐久性を高めること
ができる。
【０１３８】
　この状態で、乗員（使用者）は車内側から、コネクタ挿入口１１を視認することができ
る。また、使用者は車内側から、プラグコネクタをコネクタ挿入口１１に対して挿脱可能
になる。
　入力コネクタ２９は、車内側の電気系回路と接続される。コネクタボックス１００への
電力供給や発光部２１の発光消灯の制御等は、自動車のエンジンコントロールユニット（
いわゆるＥＣＵ。以下ではＥＣＵと称する）などにより制御される。
【０１３９】
　例えば使用者が自動車を始動すると、ＥＣＵは、所定の条件下で、コネクタボックス１
００の発光部２１を発光させる。なお、所定の条件下とは、例えば車内が暗いとＥＣＵが
認識した場合や、乗員がＥＣＵに対して発光部２１の点灯を指示した場合が例示できる。
発光部２１が発光すると、発光部２１の光が導光レンズ９の環状レンズ部９１へ導かれる
。つまり、発光部２１が発光すると、環状レンズ部９１が光る。
　使用者は、光る環状レンズ部９１を視認して、車内が暗い場合、例えば夜間においても
視認性良くコネクタ挿入口１１の位置を把握することができる。
　そのため、使用者が前方Ｆからプラグコネクタをコネクタ挿入口１１に挿抜するに際し
、プラグコネクタを適切な向きで正しく挿抜することができる。
　したがって、プラグコネクタからレセプタクルコネクタ部１に、プラグコネクタの挿脱
方向、すなわち前後方向から反れた向きの外力（こじり方向への力）が加わるおそれを低
減できる。そのため、レセプタクルコネクタ部１が基板２０から外れてしまうような故障
発生のリスクを低減することができる。
【０１４０】
　コネクタ挿入口１１に対してプラグコネクタが挿入された状態で、当該プラグコネクタ
に対して上下方向の外力が加えられても、上側ケーシング６が下側ケーシング４から容易
に外れてしまうことはない。
　例えば当該外力がレセプタクルコネクタ部１を介して基板２０に伝達され、さらに基板
２０が上側ケーシング６または下側ケーシング４に上下方向の外力を伝達しても、第一係
合部３１ａと第一被係合部３１ｂとの係合により、この上下方向の外力を受け止めるため
である。またこれに加えて、第二被係合部３２ｂと第二係合部３２ａとの係合により、こ
の上下方向の外力を受け止めるためである。
【０１４１】
　コネクタ挿入口１１に対してプラグコネクタが挿入されるに際し、または、プラグコネ
クタが挿入された状態で、当該プラグコネクタに対して外力が加えられても、レセプタク
ルコネクタ部１が基板２０から離脱することは無い。レセプタクルコネクタ部１の外面で
あるコネクタ上壁面１０ａ、コネクタ側壁面１０ｂ、コネクタ後端面１０ｃは、レセプタ
クルコネクタ収容部８の上壁部８０ａ、側面部８０ｂ、奥壁部８０ｃに当接しているので
、プラグコネクタからレセプタクルコネクタ部１に加わる外力を上側ケーシング６のレセ
プタクルコネクタ収容部８が受け止めて、レセプタクルコネクタ部１がこじり変形される
のを防止するためである。
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　そのため、レセプタクルコネクタ部１が基板２０から外れてしまうような故障発生のリ
スクを低減することができる。
【０１４２】
　例えばプラグコネクタから左右方向の外力がレセプタクルコネクタ部１に加えられても
、レセプタクルコネクタ収容部８のレセプタクルコネクタ保持部８０における左右の側面
部８０ｂがレセプタクルコネクタ本体１０と当接しているため、レセプタクルコネクタ収
容部８（側面部８０ｂ）がレセプタクルコネクタ部１を当該外力に抗して支持するためで
ある。
【０１４３】
　同様にプラグコネクタから上方Ｕ向きの外力がレセプタクルコネクタ部１に加えられて
も、レセプタクルコネクタ保持部８０の上壁部８０ａがレセプタクルコネクタ本体１０と
当接しているため、レセプタクルコネクタ収容部８（上壁部８０ａ）がレセプタクルコネ
クタ部１を当該外力に抗して支持するためである。
【０１４４】
　また同様にプラグコネクタから後方Ｂ向きの外力がレセプタクルコネクタ部１に加えら
れても、レセプタクルコネクタ保持部８０の奥壁部８０ｃがレセプタクルコネクタ本体１
０と当接しているため、レセプタクルコネクタ収容部８（奥壁部８０ｃ）がレセプタクル
コネクタ部１を当該外力に抗して支持するためである。
【０１４５】
　コネクタ挿入口１１に対してプラグコネクタが挿入されるに際し、または、コネクタ挿
入口１１に対してプラグコネクタが挿入された状態で、当該プラグコネクタからレセプタ
クルコネクタ本体１０に対して外力が加えられても、導光レンズ９に外力が加わることは
無い。
　レセプタクルコネクタ本体１０と導光レンズ９との間の隙間１２が当該外力の伝達を遮
断するためである。
　特にレセプタクルコネクタ本体１０に前後方向に外力が加えられる場合、係止部９３は
当該外力を係止孔８２に沿い前後方向に受け流すことができる。係止部９３が挿入されて
いる係止孔８２は前後方向に沿って貫通しているためである。
　また、導光レンズ９は上述のフローティング状態で取り付けられているため、レセプタ
クルコネクタ本体１０を介して前後方向に垂直な向きの力が上側ケーシング６に伝達され
ても、導光レンズ９は前後方向にシフトして、垂直な向きの外力を受け流すことができる
。
　したがって、導光レンズ９への外力の伝達が阻害され、導光レンズ９が破損するような
故障発生のリスクを低減することができる。
【０１４６】
　コネクタ挿入口１１に対してプラグコネクタが挿入された状態で、当該プラグコネクタ
からレセプタクルコネクタ本体１０に対して外力が加えられても、前面板部７（インタフ
ェース面７１）に外力が加わることは無い。
　レセプタクルコネクタ本体１０と前面板部７の開口部７０との間の隙間１２および隙間
１３が当該外力の伝達を遮断するためである。
【０１４７】
　例えば当該外力がレセプタクルコネクタ部１を介して基板２０に伝達され、さらに基板
２０が上側ケーシング６に当該外力を伝達しても、当該外力は取付耳部６９を介して取付
対象壁であるダッシュボードに吸収されるためである。
【０１４８】
　以上のようにして、本発明は、周囲が暗い場合でもレセプタクルコネクタの視認性を高
め、プラグを正しく挿入することができるコネクタボックスを提供することができる。
【０１４９】
〔別実施形態〕
（１）上記実施形態では、第二係合部３２ａは、第二被係合部３２ｂと係合して、下側ケ
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ーシング４に対して上側ケーシング６を上下方向に離脱不能に保持する場合を例示した。
した。
　しかしながら、第二係合部３２ａおよび第二被係合部３２ｂを設けない構成とすること
もできる。
【０１５０】
（２）上記実施形態では、第三被係合部３３ｂは、第三係合部３３ａと係合して、下側ケ
ーシング４に対して上側ケーシング６を後方Ｂに離脱不能に保持する場合を例示した。
　しかしながら、第三係合部３３ａおよび第三被係合部３３ｂを設けない構成とすること
もできる。
【０１５１】
（３）上記実施形態では、第一係合部３１ａおよび第一被係合部３１ｂと、第二係合部３
２ａおよび第二被係合部３２ｂと、第三被係合部３３ｂおよび第三係合部３３ａとをそれ
ぞれ別個に備る場合を例示した。
　しかしながら、第一係合部３１ａおよび第一被係合部３１ｂ、または、第二係合部３２
ａおよび第二被係合部３２ｂが、第三被係合部３３ｂおよび第三係合部３３ａを兼ねる構
成とすることもできる。例えば、第二係合部３２ａおよび第二被係合部３２ｂが上述の構
成に加え、さらに、第二係合部３２ａと第二被係合部３２ｂとを互いに前後方向において
も拘束するスナップフィット機構とするなどすることができる。
【０１５２】
（４）上記実施形態では、レセプタクルコネクタ保持部８０は、上壁部８０ａと、左右の
側面部８０ｂと、奥壁部８０ｃとを備える場合を例示した。
　しかしながら、レセプタクルコネクタ部１に加えられる外力の方向が限定されている場
合には、レセプタクルコネクタ保持部８０は、上壁部８０ａ、または、左方の側面部８０
ｂ、または、右方の側面部８０ｂ、または、奥壁部８０ｃのうち、少なくとも外力が加え
られる方向のこじりを防止するものを備えている構造であっても良い。
【０１５３】
（５）上記実施形態では、導光レンズ９は、レセプタクルコネクタ本体１０の外周方向に
おける外側に嵌る環状部９０と、環状部９０から後方Ｂに延出する係止部９３とを備え、
環状部９０は、レセプタクルコネクタ本体１０の外周方向における外側に嵌る環状レンズ
部９１と、環状レンズ部９１から周方向における外側に延出する導光縁部９２とを有して
いる場合を例示した。
　しかしながら、導光レンズ９は、環状レンズ部９１と、環状レンズ部９１から後方Ｂに
延出する係止部９３とを備える構成とすることもできる。
【０１５４】
（６）上記実施形態では、係止部９３は、一対の係止孔８２に対応して、環状レンズ部９
１の左右外側において一対で形成される場合を例示した。
　しかしながら、係止部９３および係止孔８２はそれぞれ、ひとつずつ設けられる構成と
することもできる。
【０１５５】
（７）上記実施形態では、発光部２１は、基板２０上における、レセプタクルコネクタ本
体１０の左右外側において、レセプタクルコネクタ本体１０から左右方向にそれぞれ所定
距離だけ離間して一対で配置されている場合を例示した。
　しかしながら、発光部２１は、必ずしもレセプタクルコネクタ本体１０の左右にそれぞ
れ配置しなくてもよく、左右のいずれか一方にひとつだけ設けてもよい。
【０１５６】
（８）上記実施形態では、導光レンズ９の環状レンズ部９１がレセプタクルコネクタ本体
１０の外周の全周にわたって離間するように構成されていたが、環状レンズ部９１とレセ
プタクルコネクタ本体１０の外周とが一部または全周にわたって当接していてもよい。環
状レンズ部９１がレセプタクルコネクタ本体１０の外周に当接することにより、レセプタ
クルコネクタ本体１０の強度が高まるので、レセプタクルコネクタ本体１０に外力が加え
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られた場合でも、外力によるレセプタクルコネクタ本体１０の変形が防止または抑制され
る。
【０１５７】
　なお、上記実施形態（別実施形態を含む、以下同じ）で開示される構成は、矛盾が生じ
ない限り、他の実施形態で開示される構成と組み合わせて適用することが可能であり、ま
た、本明細書において開示された実施形態は例示であって、本発明の実施形態はこれに限
定されず、本発明の目的を逸脱しない範囲内で適宜改変することが可能である。
【産業上の利用可能性】
【０１５８】
　本発明は、コネクタボックスに適用できる。
【符号の説明】
【０１５９】
１　　　　：レセプタクルコネクタ部
２　　　　：基板ユニット
３　　　　：ケーシング
４　　　　：下側ケーシング（ケーシング）
６　　　　：上側ケーシング（ケーシング）
７　　　　：前面板部
８　　　　：レセプタクルコネクタ収容部
９　　　　：導光レンズ
１０　　　：レセプタクルコネクタ本体
１０ａ　　：コネクタ上壁面
１０ｂ　　：コネクタ側壁面
１０ｃ　　：コネクタ後端面
１１　　　：コネクタ挿入口
２０　　　：基板
２１　　　：発光部
３１ａ　　：第一係合部
３１ｂ　　：第一被係合部
３２ａ　　：第二係合部
３２ｂ　　：第二被係合部
３９ａ　　：壁部
３９ｂ　　：壁部
３９ｃ　　：壁部
４０　　　：底板部
４１　　　：下側側壁部
４２　　　：下側前壁部
４２ａ　　：壁部
４２ｂ　　：壁部
６０　　　：天板部
６１　　　：上側側壁部
６２　　　：上側前壁部
６８　　　：上側後壁部
６９　　　：取付耳部（フランジ）
７０　　　：開口部
７１　　　：インタフェース面
８０　　　：レセプタクルコネクタ保持部
８０ａ　　：上壁部
８０ｂ　　：側面部
８０ｃ　　：奥壁部
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８１　　　：前端壁
８２　　　：係止孔
８２ａ　　：壁部（側壁部）
８３　　　：係止部
９０　　　：環状部
９１　　　：環状レンズ部
９２　　　：導光縁部
９３　　　：係止部
１００　　：コネクタボックス
Ｆ　　　　：前方

【図１】 【図２】
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【図９】
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